
区
総
会
は
書
面
決
議
で
開
催

３
月
２
８
日
（
日
）
須
崎
区
の
総
会
は

コ
ロ
ナ
禍
の
３
密
を
避
け
、
前
年
同
様
に

集
会
は
せ
ず
書
面
決
議
総
会
と
し
た
。

須
崎
区
加
入
の
全
世
帯
数
３
６
５
戸
に

議
案
書
を
配
布
し
、
３
０
７
の
回
収
解
答

を
得
ま
し
た
の
で
、
過
半
数
に
達
し
総
会

は
成
立
し
ま
し
た
。

〈
決
議
事
項
〉

議
案
第
１
号
令
和
２
年
度
事
業
報
告
の
件

令
和
２
年
度
決
算
報
告
の
件

＊
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
成
立
。

議
案
第
２
号
令
和
３
年
度
事
業
方
針
案
の
件

令
和
３
年
度
事
業
予
算
案
の
件

＊
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
成
立
。

議
案
第
３
号
令
和
３
年
・
４
年
度

須
崎
区
長
・
監
査
員
選
任
の
件

協
議
会
・
組
長
承
認
の
件

＊
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
成
立
。

〈
報
告
事
項
〉

報
告
第
２
号
令
和
３
年
津
島
神
社
祭
典
の
件

国
際
カ
ジ
キ
釣
り
大
会
の
件

＊
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
成
立
。

Ｒ
３
年
・
４
年
度
須
崎
区
の
各
役
員

～
須
崎
協
議
会
（
財
産
区
兼
任
）
～

区

長

土
屋

磯
雄
（
山
三
）

代

理

森
田

学

（
そ
ば
や
隠
居
）

会

計

三
堀

綱
幸
（
三
崎
屋
）

観
光
部

長
友

靖
尚

〃

太
田

一
弘
（
太
田
屋
）

〃

山
本

浩
史
（
八
倉
）

〃

鈴
木

英
行
（
近
江
）

文
化
部

森

豊
春
（
平
治
）

〃

芹
澤

治
男

〃

土
屋

信
和
（
久
三
郎
屋
）

土
木
部

田
中

千
春
（
田
中
屋
）

〃

土
屋

洋
人
（
天
光
）

〃

田
中

速
史
（
傳
右
衛
門
）

監
査
員

山
本

三
千
夫
（
宇
平
屋
）

〃

岸
田

洋
憲
（
み
の
り
や
）

～
須
崎
組
長
会
～

帳

元

田
中

君
男
（
栄
屋
）

副
帳
元

土
屋

昌
司
（
甚
兵
）

会

計

永
井

岳
彦
（
清
次
郎
屋
）

会
計
補

大
根
田
祐
二

１
組

永
井

岳
彦
（
清
次
郎
屋
）

２
組

田
中

舟
一
（
五
郎
兵
屋
）

３
組

田
中

智

（
三
次
）

４
組

土
屋

圭
祐
（
彦
兵
衛
屋
）

５
組

田
中

東
一
郎
（
加
江
）

６
組

田
中

英
史
（
天
王
町
）

７
組

森

展
房
（
重
〆
）

８
組

田
中

君
男
（
栄
屋
）

９
組

飯
泉

松
文

１
０
組

三
谷

直
行
（
三
九
）

１
１
組

土
屋

昌
司
（
甚
兵
）

１
２
組

土
屋

臣
嘉
（
新
家
）

１
３
組

金
指

好
則

１
４
組

大
根
田
祐
二

１
５
組

米
澤

弘
道
（
新
蔵
屋
）

決
議
書
提
出
と
共
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

貴
重
な
ご
意
見
は
、
書
面
決
議
議
事
録
に

添
え
て
保
存
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
ご
質
問
に
対
す
る
解
答
は
、

別
紙
回
覧
板
に
て
公
開
い
た
し
ま
す
の
で
、

各
組
内
で
回
し
読
み
を
し
て
下
さ
い
。

財
産
区
議
員
無
投
票
当
選
者

３
月
２
２
日
（
月
）
下
田
市
役
所
に
て

当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
当
地
区
の

財
産
区
議
員
１
２
名
が
出
席
し
当
選
証
書

の
授
与
を
受
け
た
。
議
員
任
期
は
４
年
。

新
議
員
は
次
の
各
氏
。

土
屋

磯
雄
、
森
田

学

、
三
堀

綱
幸
、

長
友

靖
尚
、
太
田

一
弘
、
鈴
木

英
行
、

森

豊
春
、
芹
澤

治
男
、
土
屋

信
和
、

田
中

千
春
、
土
屋

洋
人
、
田
中

速
史
、

人
件
費
増
加
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
総
会
は
可
決
成
立
致
し
ま

し
た
。
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

決
算
報
告
で
人
件
費
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

予
算
１
０
，
０
０
０
，
０
０
０
円
に
対

し
２
，
６
８
３
，
１
９
０
円
増
加
は
令
和

元
年
決
算
額
１
１
，
６
４
３
，
２
６
５
円

で
し
た
。

令
和
２
年
グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア
駐
車
場
人

件
費
９
６
０
，
０
０
０
円
が
市
か
ら
入
金

あ
り
増
加
し
た
も
の
で
、
そ
の
分
を
差
引

く
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
人
件
費
の
増
加
は

あ
り
ま
せ
ん
。

予
算
額
を
上
げ
て
お
け
ば
良
い
の
で
す

が
予
算
都
合
上
、
前
年
通
り
の
計
上
と
な

り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア
協
議
会
報
告

本
年
度
は
芝
生
広
場
の
防
護
柵
の
設
置

ほ
か
、
各
所
に
案
内
表
示
板
の
設
置
な
ど

６
０
０
万
円
、
グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア
駐
車
場

の
人
件
費
の
計
上
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
に
新
車
の
配
置

５-

３
須
崎
分
団
に
可
搬
式
小
型
動
力

ポ
ン
プ
を
搭
載
し
た
新
型
４
人
乗
り
の
、

軽
積
載
車
の
配
備
交
付
及
び
車
両
の
引
渡

し
式
が
行
わ
れ
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

旭
洞
院
（
西
寺
）
手
摺
柵
の
工
事

11
組
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
「
住
民
の
危

険
防
止
と
旭
洞
院
に
墓
参
り
の
安
全
の
為
」

市
建
設
課
で
工
事
中
で
す
。

６
組
か
ら
要
望
の
側
溝
は
区
土
木
部
で

完
了
し
ま
し
た
。
１
組
、
15
組
の
要
望
に

つ
い
て
は
継
続
し
て
要
望
し
ま
す
。
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発
行
者

須
崎
協
議
会

文
化
厚
生
部

下
田
市
須
崎
一
七
九
九
番
地

須
崎
漁
民
会
館
内

電
話

０
５
５
８
（
２
２
）
８
０
５
６

題字:梅田弥祐先生

須

崎

区

総

会

須
崎
区
長

土
屋

磯
雄

令
和
２
年
の
総
会
に
つ
い
て
は
元
年
度
に
引
続
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
が
収
ま
る
先
の
様
子
が
判
ら
な
い
状
態
で
す
の
で
、
本
年
度

も
書
面
決
議
と
致
し
ま
し
た
。
広
く
区
民
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
伺
い
区
政
運
営
の
一
助
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
年
同
様
に
行
い
ま
し
た
。
前
年
度
、

区
定
款
に
は
書
面
決
議
は
謳
わ
れ
て
い
な
い
旨
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
国
の
方
針
で
３
密
を
避
け
る
よ
う
指
導
も
あ
り
、
定
款
の
変
更

も
し
な
い
ま
ま
実
施
致
し
ま
し
た
。
御
了
解
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

区
政
２
年
間
の
事
業
実
績
に
つ
い
て
は
、
区
報
「
す
い
せ
ん
」
３
月

号
に
報
告
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
２
年
間
、
世
界
的
な
こ
と
と
は

い
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
夏
の
海
水
浴
、
冬
の
水
仙
ま
つ
り
、
特
に
大

型
バ
ス
に
よ
る
団
体
客
の
激
減
な
ど
、
区
の
収
入
面
で
は
５
０
年
前
の

水
仙
ま
つ
り
以
来
の
最
悪
の
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

須
崎
を
取
り
巻
く
現
状
を
羅
列
し
て
み
る
と
、
政
治
の
面
で
は
森
県
議

も
県
議
会
で
は
最
長
老
の
重
鎮
で
あ
る
。
し
か
し
高
齢
で
あ
る
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
又
今
期
に
は
市
会
議
員
立
候
補
者
も
い
な
か
っ
た
。

須
崎
区
全
体
の
生
活
を
取
り
巻
く
諸
般
の
問
題
を
、
行
政
に
繋
ぐ
人

材
が
い
な
い
こ
と
も
心
配
で
あ
ろ
う
。

須
崎
内
に
目
を
向
け
る
と
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
子
ど
も
会
、
消
防
団
、

女
性
の
会
、
お
寺
の
世
話
人
、
組
長
会
、
協
議
会
、
財
産
区
議
員
等
々
・
・
・

こ
の
他
に
も
役
員
に
選
出
さ
れ
る
。
し
か
し
実
体
は
、
人
材
不
足
で
順

番
で
選
出
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
選
任
さ
れ
た
方
は
、
そ
の

組
織
の
会
の
中
で
、
最
善
を
尽
く
し
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
須
崎
の
生
活
環
境
は
少
子
化
、
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
、

そ
れ
に
伴
う
空
き
家
対
策
と
、
空
き
家
の
火
災
や
災
害
の
対
策
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
て
て
加
え
て
都
会
地
で
勉
学
し
た
子
弟
は
、

郷
里
に
働
く
場
は
少
な
く
須
崎
に
は
帰
省
し
な
く
、
よ
そ
で
就
職
し
て

し
ま
う
悪
循
環
が
起
き
て
い
る
。

市
は
対
策
と
し
て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
空
き
家
バ
ン
ク
を
施
行
し
、

地
域
の
人
口
減
少
化
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
過
ご
す
日
本
社
会
は
大
き
な
転
換
点
に
い
る
。

明
治
維
新
、
終
戦
の
時
の
よ
う
な
変
革
期
で
あ
ろ
う
。

車
社
会
の
自
動
車
は
エ
ン
ジ
ン
（
油
）
か
ら
モ
ー
タ
ー
（
電
気
）
へ
、

仕
事
社
会
は
出
勤
し
な
く
て
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
増
え
生
活
自
体
が

見
直
さ
れ
て
い
る
。
政
府
で
は
本
年
度
、
小
・
中
学
生
の
９
８
％
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
端
末
を
配
備
す
る
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
、
人
工
知
能
が
管
理
す
る

脱
炭
素
社
会
、
そ
の
頃
に
は
伊
豆
縦
貫
道
路
も
全
線
開
通
し
て
い
る
。

世
の
中
は
急
激
な
社
会
変
革
が
１
０
年
を
い
ず
し
て
来
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
時
代
、
過
去
の
経
験
に
基
づ
く
先
入
観
を
振
り
払
っ
て
進
ま
な

け
れ
ば
、
須
崎
地
区
も
取
り
残
さ
れ
る
地
域
に
な
る
だ
ろ
う
。

須
崎
の
歴
史
に
現
れ
る
、
天
正
１
８
年
水
帳
（
検
地
水
帳
）
を
開
闢

と
す
る
な
ら
ば
先
人
、
先
輩
達
が
守
り
育
て
た
磯
の
出
入
り
、
財
産
区

存
続
、
湊
の
埋
立
て
、
急
傾
斜
事
業
等
々
区
民
一
人
ひ
と
り
が
須
崎
の

伝
統
を
守
り
、
感
謝
し
矜
持
を
忘
れ
ず
地
域
に
住
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。

菅
総
理
は
、
目
指
す
社
会
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
そ
し
て
絆
」
と

云
っ
て
い
る
。
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
須
崎
社
会
で
も
、
須
崎
人
と

し
て
の
「
ほ
こ
り
」
を
忘
れ
ず
、
「
自
助
」
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、

先
ず
、
自
分
で
や
っ
て
み
る
。
「
共
助
」
家
族
や
地
域
、
ご
近
所
で
互

い
に
助
け
合
う
。
「
公
助
」
国
・
県
・
市
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で

手
助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
公
助
の
支
援
は
限
定
期
間
で
あ
り
、
目
的
が
達
成
さ
れ
れ
ば
引

き
上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
災
害
、
火
事
、
崖
崩
れ
な
ど
、
そ
の
後
に
お

い
て
地
区
や
組
の
「
絆
」
と
「
信
頼
」
が
最
も
大
切
な
基
本
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
・
４
年
度
の
協
議
会
議
員
全
員
の
御
推
輓
を
い
た
だ
き
、

区
民
の
皆
様
の
ご
承
認
を
賜
り
、
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
区
長
職
を

担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

何
卒
、
御
支
援
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥

こ
の
写
真
の
表
示
板
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

こ
れ
は
グ
リ
ー
ン

エ
リ
ア
駐
車
場
の

入
り
口
に
あ
る
も

の
で
、
爪
木
崎
周

辺
で
見
ら
れ
る
野

鳥
35
種
類
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
須
崎
に
も

メ

ガ

ソ

ー

ラ

ー

（
太
陽
光
発
電
所
）

が
出
来
て
、
森
が

失
わ
れ
、
環
境
が
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

現
在
、
ど
ん
な
野
鳥
が
生
息
し
て
い
る
か
、

確
認
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
す
。

前
年
度
は
「
須
崎
で
見
ら
れ
る
迷
惑
な

植
物
」
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
の

専
門
外
の
事
で
大
変
で
し
た
が
、
幸
い
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

今
年
度
は
「
須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥
」
と

題
し
て
身
近
で
見
ら
れ
る
野
鳥
の
生
態
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
次

回
か
ら
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

丑
嶋

久
雄

すいせん（須崎区ニュース）4月号 令和3年4月2日(金） （令和2年度第12号通巻第182号）

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

浜
崎
小
学
校
長

菊
池

正
仁

こ
の
一
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で

し
た
。
子
供
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
我
慢
を
強
い
ら
せ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
ご
家
庭
で
の
健
康
管
理
や
毎
日
の
検
温
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
何
と
か
こ
の
一
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
須
崎

地
区
の
皆
さ
ま
に
も
教
育
活
動
へ
の
ご
支
援
を
得
て
、
校
外
学
習

な
ど
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て
子
供

た
ち
に
豊
か
な
表
情
が
よ
み
が
え
り
、
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を

取
り
戻
し
て
く
力
を
分
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

苦
し
い
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
感
染
症
に
対
す
る

理
解
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
、
毎
日

の
検
温
で
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
一
年
間

新
型
コ
ロ
ナ
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
一
件
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
次
に
、
行
事
等
の
見
直
し
で
す
。
今
ま
で
通
り
と

い
う
考
え
方
が
通
じ
な
く
な
り

「
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
安
全
に
で
き
る
の
か
」
「
何
が
必
要
な

の
か
」
「
子
供
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
力
を
育
て
た
い
の
か
」
な
ど
、

職
員
全
員
で
知
恵
を
絞
り
出
し
て
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
次
年
度
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
卒
業
式
は
、
在
校
生
と
共
に
全
校
で
卒
業
生
を
祝
い

た
い
と
い
う
思
い
で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
学
年
を
越
え
て
仲
の

良
い
浜
崎
小
学
校
の
子
供
た
ち
全
員
で
心
の
通
い
合
っ
た
卒
業
式

に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
前
日
の
式
場
づ
く
り
で
は
四
・

五
年
生
が
心
を
込
め
て
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
と
て
も
爽
や
か
な
光
景
で
し
た
。
式
の
中
で
も
「
六
年
生
の

姿
を
、
目
と
心
に
焼
き
付
け
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
」
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
て
式
に
臨
む
卒
業
生
の
姿
は
と

て
も
立
派
で
し
た
。
会
場
に
い
た
誰
も
が
心
の
中
に
熱
い
も
の
が

こ
み
上
げ
て
く
る
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
卒
業
式
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
離
任
式
も
行
え
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
と
お

別
れ
と
な
り
ま
す
が
、
転
任
さ
れ
る
先
生
も
子
供
た
ち
や
保
護
者

の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
式
も
離

任
式
も
こ
の
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
心
温
ま
る
光
景
で
し
た
。

今
年
の
卒
業
生
は
、
下
田
東
中
学
校
の
最
後
の
入
学
生
に
な
り

ま
す
。
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
小
学
校
は
さ
ら
に
地
区
の
こ
と
を

学
ぶ
場
を
設
け
、
郷
土
に
誇
り
を
も
て
る
子
供
た
ち
を
育
て
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
準
備
も
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。
新

年
度
も
須
崎
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
お
力
を
お
貸
し
願
う
こ
と
が
多
々

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

～
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
～

《
３

月
》

29
日

森

温
繁

さ
ん

７
６
歳
（
重
〆
）

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

３
月
の
捕
獲
情
報

５
日
（
金
）
権
右
の
貸
住
宅
に
て

は
こ
罠

１
頭

５
０
㌔
メ
ス

ご意見募集

市、区などへの
ご意見、ご要望
ご提言、ご質問

身近な話題

「わが家の自慢」
何でも結構です
お寄せ下さい。

須崎協議会事務所

須
崎
の
歴
史
を
訪
ね
て
・
・
・

わ
が
村
の
記
録
「
建
功
史
」
抜
粋
の
連
載
を
顧
み
る

こ
れ
は
江
戸
時
代
、
須
崎
の
磯
争
い
を
小
澤
長
兵
衛
翁

が
克
明
に
綴
っ
た
記
録
で
あ
る
。
区
民
の
皆
様
に
は
１
年

間
に
亘
る
記
載
を
お
読
み
い
た
だ
き
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。わ

が
村
の
記
録
「
建
功
史
」
は
小
澤
家
で
門
外
不
出
の

書
で
あ
る
た
め
「
長
兵
衛
さ
ん
に
毎
日
通
い
書
い
た
も
の

だ
」
と
私
の
若
い
時
代
、
田
中
道
知
翁
か
ら
直
接
伺
っ
た
。

完
成
し
た
本
は
第
１
部
は
現
代
文
、
第
２
部
は
古
文
書

で
あ
り
２
７
２
頁
に
な
る
製
本
で
あ
る
。

印
刷
は
下
田
印
刷
で
あ
る
。

昭
和
４
８
年
１
０
月
１
５
日
非
売
品
と
し
て
発
行
さ
れ

た
。
発
行
者
は
須
崎
協
議
会
で
須
崎
全
戸
に
１
冊
ず
つ
配

布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

各
家
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
区
報
「
す
い
せ
ん
」
に
連
載
さ
れ
た
も
の
は
筆
者
が

一
存
で
大
切
と
思
わ
れ
る
文
章
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

磯
争
い
の
始
ま
り
は
、
明
和
６
年
（
１
７
６
９
年
）
下

田
側
の
犬
走
島
に
係
留
し
て
い
た
大
型
和
船
が
須
崎
側
福

浦
戸
取
で
沈
没
し
た
。
沈
没
し
た
船
の
積
み
荷
は
そ
の
浦

（
海
）
の
者
が
取
り
捌
く
権
利
が
あ
り
、
分
一
と
云
う
幕

府
の
取
り
決
め
も
あ
り
、
村
の
経
済
に
も
大
切
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
下
田
町
、
柿
崎
村
は
共
同
で
こ
の
浦

（
海
）
は
下
田
柿
崎
の
も
の
と
主
張
し
た
。

当
時
越
瀬
に
あ
っ
た
遠
見
番
所
は
下
田
大
浦
に
移
っ
て
い

た
の
で
下
田
側
役
職
は
番
所
の
役
人
と
も
親
し
く
、
笠
に

懸
か
っ
て
主
張
し
て
来
た
。

下
田
柿
崎
の
主
張
は
、
大
間
の
赤
崎
に
あ
る
伝
法
治
右
衛

門
が
磔
に
な
っ
た
島
ま
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
下
田
側
は

絵
図
だ
け
の
主
張
で
あ
り
実
測
す
る
と
間
違
っ
て
い
た
。

柿
崎
側
（
外
浦
も
柿
崎
の
内
、
外
浦
と
云
う
地
名
も
〒
番

号
も
な
い
）
は
筆
島
は
丸
々
須
崎
の
も
の
で
決
着
が
つ
き
、

境
塚
は
１
６
ヶ
所
そ
の
根
元
に
は
炭
を
入
れ
何
年
た
っ
て

も
判
る
様
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
時
代
砂
浜
で
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
天
草
、
伊
勢

エ
ビ
は
採
れ
な
い
。
今
で
こ
そ
海
水
浴
で
賑
わ
う
こ
と
は

あ
ろ
う
が
そ
の
当
時
は
な
い
。
こ
の
磯
争
い
で
須
崎
は
柿

崎
の
浜
の
切
れ
た
場
所
か
ら
、
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
外
浦
の

浜
の
手
前
の
磯
場
ま
で
勝
訴
し
た
の
で
あ
る
。
海
産
物
の

出
荷
量
か
ら
考
え
て
も
、
御
先
祖
様
達
は
よ
く
ぞ
頑
張
り

主
張
し
て
く
れ
た
。

感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
ろ
う
。

昭
和
１
８
年
の
軍
部
の
圧
力
も
跳
ね
返
し
須
崎
の
海
を

守
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

５
年
間
に
韮
山
、
江
戸
表
に
１
６
回
、
村
一
丸
と
な
り

分
限
帳
を
作
り
収
入
に
依
り
全
戸
よ
り
徴
収
し
た
。
そ
の

費
用
は
２
４
０
両
４
３
６
文
（
現
代
の
約
２
４
０
０
万
円

で
あ
る
が
、
後
進
国
で
は
未
だ
月
給
３
０
０
０
円
の
国
も

あ
り
）
当
時
と
し
て
は
血
の
滲
む
様
な
莫
大
な
金
員
で
あ
っ

た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

名
主
は
金
銀
一
切
を
手
に
取
ら
ず
、
５
文
２
文
の
事
に
も

賄
い
方
か
ら
貰
い
小
前
帳
に
出
金
の
都
度
明
瞭
に
致
し
た

と
報
告
し
て
い
る
。

こ
れ
が
須
崎
の
良
い
前
例
と
な
っ
て
い
る
。

時
代
は
下
り
明
治
３
５
年
（
１
９
０
２
年
）
３
月
１
５

日
に
は
旧
須
崎
小
学
校
が
開
校
し
た
。

設
立
委
員
長
の
土
屋
傳
兵
衛
も
先
例
に
な
ら
い
、
「
本
工

事
は
、
起
工
よ
り
２
ヶ
年
に
渉
り
そ
の
間
、
賦
役
の
人
夫

を
要
せ
し
こ
と
１
１
４
８
人
、
経
費
を
要
し
た
る
こ
と
総

金
７
２
０
３
円
８
０
銭
２
厘
（
現
代
に
し
て
約
２
９
９
０

万
円
）
」
と
記
録
に
残
し
報
告
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
村

民
総
出
の
勤
労
奉
仕
や
拠
出
金
、
土
地
の
寄
付
も
あ
っ
た
。

昭
和
２
６
年
頃
、
浜
崎
中
学
校
は
財
産
区
の
土
地
に
建
築

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
々
が
人
足
に
出
た
の
は
知
っ

て
い
る
が
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
区
に
記
録
は
な
い
。

明
和
の
出
入
り
で
獲
得
し
た
磯
場
も
福
浦
の
終
末
処
理

場
、
５
港
建
の
ケ
ー
ソ
ン
ヤ
ー
ド
、
須
崎
湊
の
護
岸
事
業
、

外
浦
地
区
の
船
揚
げ
場
、
筆
島
の
境
界
な
ど
後
に
続
く
須

崎
の
人
々
に
正
確
な
記
録
を
残
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

三
月
の
実
施
行
事

３
日(

水)

区
協
議
会
決
算
監
査

４
日(

木)

市
県
民
税
申
告
会
（
市
税
務
課
）

５
日(

金)

回
覧
日
、
わ
ら
い
の
輪
の
会
中
止

6
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

7
日(

日)

下
田
市
津
波
避
難
訓
練
中
止

13
日(

土)

総
会
議
案
書
の
製
本
、
組
配
布

協
議
会
定
例
会

19
日(

金)

回
覧
日
、
浜
崎
小
・
東
中
卒
業
式

20
日(

土)

【
春
分
の
日
】

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

21
日(

日)

須
崎
財
産
区
議
会
議
員
選
挙

22
日(

月)

財
産
区
議
員
当
選
証
書
授
与
式

23
日(

火)

Ｇ
エ
リ
ア
運
営
協
議
会

28
日(

日)

須
崎
区
協
議
会
総
会
（
書
面
決
議
）

四
月
の
予
定
行
事

２
日(

金)

回
覧
日
、

３
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

５
日(

月)

わ
ら
い
の
輪
の
会
休
み

７
日(

水)

浜
崎
小
・
下
田
東
中
入
学
式

８
日(

木)

花
ま
つ
り
（
観
音
寺
、
旭
洞
院
）

16
日(

金)

回
覧
日
、
カ
イ
ロ
健
康
施
術
会

29
日(

木)

【
昭
和
の
日
】

五
月
の
予
定
行
事

3
日(

月)

【
憲
法
記
念
日
】

4
日(

火)

【
み
ど
り
の
日
】

5
日(

水)

【
こ
ど
も
の
日
】

7
日(

金)

回
覧
日
、

8
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

10
日(

月)

わ
ら
い
の
輪
の
会
休
み

22
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

29
日(

土)

下
田
岳
精
会
詩
吟
大
会

浜崎小学校 全校遊び
４・５年生が中心になって行いました

卒業式 3/19

離任式 3/30


